
スポーツの聖地づくり基本構想の策定に係る意見交換会

について 

意見交換会の名称 スポーツの聖地づくり基本構想の策定に係る意見交換会 

開催日時 令和６年 10月４日（金）午後７時から７時 40分まで 

開催場所 厚木市役所第２庁舎 15階農業委員会会議室 

参加者数 ９人 

担当課 スポーツ魅力創造課 

結果公開日 令和６年 10月 18日（金） 

会議の経過 

１ 開会 

２ 課長挨拶 

３ スポーツの聖地づくり基本構想の策定について概要説明 

４ 意見交換 

５ 閉会 

スポーツの聖地づくり基本構想の策定について 

 質問・意見の概要 市の考え方 

1 

プロスポーツや大規模な大会をやって

ほしいという市民の意見や市内の協会な

どの意見はあるのか。 

スポーツ協会に加盟している 30 団体

からご意見を伺っている中で、大規模な

全国大会を誘致したくても施設がない状

況であると聞いています。 

2 

近隣と競合しないスポーツの大会がで

きるような設備を作っていただければ、今

後 30 年、50 年後もその施設は有効利

用できると思っています。リサーチなどを

十分に行いながら進めていただきたい。 

慎重に進めてまいります。 

3 

今回はハード面の構想とのことですが、

スポーツの聖地となるためにはソフト面の

取組もハード面と同時に進めていく必要が

あると思う。 

 

ソフト面についてもスポーツ魅力創造課

として取り組んでいきます。 



 質問・意見の概要 市の考え方 

4 

競技人口が減ってしまうと、そもそも施

設を使う人がいなくなってしまうので、小

学生の頃からいろいろなスポーツに触れ

る機会を設けていただけると良いと思う。 

貴重なご意見ありがとうございます。 

参考にさせていただきます。 

5 

プロスポーツを誘致した場合、公共交

通機関を利用しやすい場所でないと来場

が難しくなると思う。市役所本庁舎跡地に

アリーナを整備する計画があるとのこと

で、スポーツの聖地となる場所としては最

適な場所と思う。 

本庁舎跡地の有効活用を担当部署と

共有させていただきます。 

6 

聖地づくりを進めたい、プロスポーツを

誘致したい、既存の施設を直したいという

構想に見えるが、厚木市の人口が 20 万

人ちょっとで税収も限られている中で、既

存の施設が老朽化しているということは、

今までスポーツ施設に税金を投入してい

なかったということだと思う。 

この構想を見ると、色々なことをしていく

というものであるが、税収が増えていくこと

が見込まれていない状況であれば、企業

と組んで施設を作るなど、市単独でやると

いうのは非常に難しいと思う。 

貴重なご意見ありがとうございます。 

参考にさせていただきます。 

7 

プロスポーツの誘致については、スポー

ツの価値が高まってこそ、誘致の意味が

あるのではないかと思う。 

スポーツの聖地化を進めるには、まず

スポーツの価値を高め、活動しやすい場

所や、スポーツに触れる機会を提供する

ことが重要だと感じる。 

そうすることで、スポーツを「する人」

「見る人」を増やしていく方策が求められ

るのだと思う。 

貴重なご意見ありがとうございます。 

参考にさせていただきます。 

その他、紙で提出された意見 

１ 

スポーツの聖地と呼んでもらうには、何の競技を取り組んでいくのかを決

めないと、話が全く先に進まないと思われます。 

 公式記録が残る施設が無いのが一番大変だと思う。 

 また、誰から「聖地」と呼んでもらうのかがよく分からなかった。 



２ 
高齢者のみならず、小学生や家族が気軽に使用できるスポーツ施設を配置

して欲しい。 

３ 
基本構想→市民全体へのバランスを考えるのが難しいが、納得できるロジ

ックをどう立てるのかが難しいと感じた。 

４ 

荻野運動公園への無料バスが市内中心地から出ているが、広場利用の場

合、対象でなく、高校生以上等と利用を促しているようには見えないので、

改善して欲しい。 

プールの集約化に関しては、今年は熱中症アラートが出ると、小学校でプ

ールの授業が中止になったりしている。数年前、荻野のプールを利用してい

たが、どうなったのか。集約するということは距離的に利用できない人が出

る気がする。 

また、小学校の体育館の冷暖房を設置して欲しい。 

５ 
本厚木駅周辺にスポーツ施設を整備すると商業の発展にも繋がるのでは？ 

市役所跡地にスポーツ施設を設置して欲しい。 

６ 

河川敷の施設は台風や大雨などの災害があると水没してしまう。 

復旧するのに相当な費用が掛かると思うので、集約化していくのであれ

ば、そういうところから減らしていくのも良いのではないか。 

 

 

 

 


